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は、SDGs の内容を理解し、SDGs 達成に向けた方針及び取組を次のとおり宣言します。 

 

SDGs 達成に向けた取組方針等と目指す姿 

 

３側面 

(主な分

野に ) 

SDGs 達成に向けた 

重点的な取組 

2030 年に向けた 

指標 

重点的な取組及び 

指標の進捗状況 

（※初回記入不要。１年ごとに要報告） 
初回登録年月日：Ｒ７年１月１７日 

関連する主な 

SDGs ゴール 

（最大３つ） 

経済 

社会 

☐環境 

不妊治療離職での企

業経済損失を防ぐ為

に、企業向けに両立

制度導入や相談窓口

の設置を行う。 

企業への制度導入支援・相

談窓口の設置社数 

2025 年 5 社 → 

2030 年 600 社 

 

５ 

 

８ 

 

１７ 

 

☐経済 

社会 

☐環境 

不妊治療の高度化や

長期化を防止する為 

若年層向けにプレコ

ンセプションケアと

早期通院への行動変

容を啓蒙 

若年層向けの研修実施 

2025 年 15 回→ 

2030 年 100 回 

生殖・産科早期受診人数 

2025 年 200 人→ 

2030 年 1000 人 

 
３ 

 

１７ 

☐経済 

☐社会 

環境 

100％自然電力を供

給している電力会社

との提携によって、

支援者の自宅や企業

の電力 100％自然電

力にしている 

自宅や企業の電力を 100％

自然電力に変更した当団体

支援者数 

2025 年 744 人 

2030 年 1000 人 

 

７ 

 

１３ 

 

１７ 

 

4.4 組に 1 組が不妊治療をしており、更にその中で 4 人に 1 人の女性が仕事との両立ができずに離職を

してしまっているのが日本の今です。 

『不妊治療と仕事の両立』という顕在化させにくい問題を解決すべく、企業とその社員向けにアンケー

ト調査を行い、課題を顕在化、企業での両立制度設置を目指します。 

また、不妊治療の啓蒙活動を行い、不妊治療の知識を多くの人へつたえることにより、子供を望むすべ

ての人が納得できる選択のできる社会を目指します。 

特定非営利活動法人フォレシア 



 

ゴール 

番号 
内容 アイコン 

 

ゴール 

番号 
内容 アイコン 

１ 貧困をなくそう 
 

９ 
産業と技術革新の基

盤をつくろう  

２ 飢餓をゼロに 
 

１０ 
人や国の不平等をな

くそう  

３ 
すべての人に健康と

福祉を  
１１ 

住み続けられるまち

づくりを  

４ 
質の高い教育をみん

なに  
１２ 

つくる責任、つかう責

任  

５ 
ジェンダー平等を実

現しよう  
１３ 

気候変動に具体的な

対策を  

６ 
安全な水とトイレを

世界中に  
１４ 海の豊かさを守ろう 

 

７ 
エネルギーをみんな

に、そしてクリーンに  
１５ 陸の豊かさも守ろう 

 

８ 
働きがいも経済成長

も  
１６ 

平和と公正をすべて

の人に  

 １７ 
パートナーシップで

目標を達成しよう  

 


